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実施・運営
方法

　バキューム車で家庭等から収集したし尿浄化槽汚泥を搬入し、異物除去を行った後、
水・汚泥へ分離し汚泥を真空乾燥機で乾燥後、処理業者により焼却され埋立て処分さ
れている。

 昭和53年度より稼動している施設で、老朽化が進んでいるため、平成21年度に「し尿処
理施設整備基本構想策定のため基礎資料」を作成し、これに基づき平成22年度に「し尿
浄化槽汚泥処理施設精密機能検査」を実施し、「し尿処理施設整備基本計画」を策定し
た。

目的
（対象をどの様
な状態にするの

か）

内容
（手段）

指定管理・外郭団体

　市内で収集されたし尿浄化槽汚泥を適正に処理している。
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市が直接実施・運営

根拠法令・個別計画
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特になし

2 1

会計区分 法定受託系
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事業番号

汚泥処理施設管理事業

215
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事務事業名

0
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0
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97,571

18,000
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91,107

93.2

84,569

その他財源

101,559

Ｈ23予算額Ｈ21決算額

0.20

102,632

0

18,063

担当係

事業類型

処理施設を整備する

一般会計

地域住民組織

1,0731,073 1,073

Ｈ22決算額

114,498
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110,050

0.00

対前年比

廃棄物対策課

環境美化係

担当部

担当課

正職員

その他職員

国・県支出金
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二
次
評
価

判定理由 一次評価のとおり

A 市が実施(現状維持又は充実)

成果指標名

事業を廃止・
休止したとき

の影響

　し尿浄化槽汚泥処理事業は、市民の日常生活に欠くことのできない重要な事業であ
り、し尿浄化槽汚泥処理の必要がなくなるまでは、廃止または休止することは、難しいと
考える。

判定理由

市が実施(現状維持又は充実)

事
業
の
自
己
評
価

（
一
次
評
価

)

今後の事業
の方向性

（今後の取組
み・改善計画

等）

判　　　定 A

　平成23年度に「生活環境影響調査」、平成24年度に「都市計画決定」、平成25年度か
ら26年度にクリーンセンターをし尿浄化槽汚泥の処理もできる施設にするたもの改修工
事を実施する計画である。
　2施設をまとめる事により、相当の経費節減が図れるものと考える。

　施設の老朽化が進んでいるが、法律で市においてし尿処理をすることが義務付けられ
ており、また平成22年にし尿処理施設整備基本計画を策定し、計画通り進めております
ので、現在計画しているクリーンセンターへの統合が完了するまでは、引き続き処理機
能を保持する必要があると判断した。

汚泥の搬入量

事業目的の
達成状況

　昭和53年度より稼動している施設のため、老朽化が進んでいるが、適切な維持管理を
行い、市内から排出されるし尿浄化槽汚泥の処理を円滑に行った結果、目標を達成でき
た。
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